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蘇った出雲でこれからのまちづくりを語ろう！蘇った出雲でこれからのまちづくりを語ろう！
第 1部　神門通りのにぎわいづくりについて

第 2部　平成の北前船トーク～北海道と出雲のご縁を結ぶ～

（金）

場所

〒699-0711  島根県出雲市大社町杵築南 1338

７/１９２０１３

13：30-17：00

大社文化プレイスうらら館 会議室

プログラム

13:35 第１部　神門通りのにぎわいづくりについて

16:20 第 3部　フリーディスカッション

14:30 第 2部　平成の北前船トーク
　　　　　　　　　～北海道と出雲のご縁を結ぶ～

　出雲大社の６０年に一度の大遷宮にあわせて整備が
進められた神門通りでは、ハード事業とソフト事業が
功を奏しかつての賑わいを復活させるという目標以上
にヒトがあふれる空間が形成されています。このよう
な出雲大社周辺における各種事業の経緯や効果を他地
域の参考にしていただくとともに、他地域の先進的な
取り組みを今後の出雲におけるまちづくりや交通対策
などに生かすことが重要です。
　このシンポジウムでは、神門通りをはじめとして全
国でまちなみの景観をデザインしているデザイナー北
海道のコミュニティサイクルの実践者、農村と都市の
共生に関する研究者などを招き、これからのまちづく
りを議論します。

▲鵜鷺地区

▲ポロクル

▲神門通り

■主催：都市計画学会中国四国支部

■後援：島根県、出雲市、島根県技術士会
            島根県測量設計業協会

17:00 閉会　
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南雲 勝志 小野寺 康

清水 隆矢

安江 哲 林 美香子

お申込み方法
①お名前 ②ご所属 ③連絡先 (TEL，E-mail) を明記の上、furukawa_n@vitallead.co.jp もしくは
FAX:0853-22-9715 までご送信ください。

お問合せ：( 株 ) バイタルリード　TEL:0853-22-9690　FAX:0853-22-9715　出雲市今市町 396-1

プログラム

13:35 第１部　神門通りのにぎわいづくりについて

16:20 第 3部　フリーディスカッション

18:00　交流会 　JR 出雲市駅周辺

14:30 第 2部　平成の北前船トーク
　　　　　　　　　～北海道と出雲のご縁を結ぶ～

神門通りの景観整備 小野寺康（小野寺康都市設計事務所 代表）
神門通りの照明・その他付帯設備 南雲勝志（ナグモデザイン事務所 代表）
まち歩き観光の推進 原 哲也（出雲市観光交流推進課）

北前船寄港地鵜鷺地区の取り組み
　清水隆矢（ふるさとつなぎ代表）
札幌みんなのサイクル～サイクルシェア「ポロクル」の先に見える街づくり～
　安江哲（㈱ドーコンモビリティデザイン代表取締役、㈱北未来技研代表取締役）
食と農による地域づくり～農都共生のすすめ
　林美香子（慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科特任教授、
　　　　　北海道大学大学院農学研究院客員教授）

1956年、新潟生まれ。
ナグモデザイン事務所 代表。
東京造形大学室内建築科卒業後、永原浄デザイン研究所を経て、
1987年ナグモデザイン事務所設立。景観・土木のデザインから家具
、インテリア、照明デザインなど、様々な分野で活動中。家具や環
境、プロダクトのデザインを通じて、社会やまちづくりにおいての
デザインの可能性を探る。著書「デザイン図鑑＋ナグモノガタリ」
（ラトルズ）など。

1962年、北海道生まれ。
小野寺康都市設計事務所 代表。 
東京工業大学大学院社会理工学研究科社会工学専攻修士課程修了。 
株式会社アプル総合計画事務所を経て、'93年小野寺康都市設計事
務所を設立。 著書に「GS軍団奮闘記　都市の水辺をデザインする
（共著）」等。主な設計作品に、門司港レトロ地区環境整備、油津 
堀川運河（以上、土木学会デザイン賞最優秀賞）。島根では津和野
町の本町・祇園丁通りの設計に関わる。

1952年、北海道生まれ。
株式会社ドーコンモビリティデザイン 代表取締役社長。
関東学院大学工学部 土木工学科卒業後、北海道開発コンサルタント
株式会社（現：株式会社ドーコン）入社。
専門は、橋梁設計・景観デザイン・アセットマネジメント・米国の
橋梁メンテナンスシステムについての研究・防災計画。橋梁エンジ
ニアとしてミュンヘン大橋や明石海峡大橋などを手がける。
現在は、モビリティデザイン（サイクルシェアリング）や都心部の
交通に関する研究を行っている。
著書に「建設系アセットマネジメント」（共著・森北出版）、「エ
ンジニアの野外手帳」（共著・共同文化社）など。
株式会社北未来技研 代表取締役社長、公益法人ツール・ド・北海道
協会 理事、ＮＰＯオーガニックサポート 理事など。

札幌生まれ。北海道大学農学部卒業後、札幌テレビ放送株式会社に
アナウンサーとして入社。退社後、キャスターに。エフエム北海道
「ミカコマガジン」出演の他、執筆活動も。
「食」「農業」「環境」「地域づくり」などのフォーラムにパネリ
スト・コーディネーターとしても参加。
「農村と都市の共生による地域再生」の研究で北海道大学大学院に
て、博士(工学)・Ph.Dを取得。
現在は、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究
科特任教授。
北海道大学大学院農学研究院客員教授。ホクレン員外監事。
著書に「農都共生のヒント」「農村へ出かけよう」(寿郎社)など多
数。
主な公職として、第30次地方制度調査会委員、北海道田園委員会委
員長、農都共生研究会会長、NPO「モエレ沼公園の活用を考える会
」理事など。札幌在住。

1987年生まれ。
2010年に島根大学法文学部を卒業後、NPO法人さくらおろち事務
局員として勤務し雲南市・奥出雲町をまたぐ尾原ダム周辺地域の地
域づくりに2年間関わる。2012年より鵜鷺コミュニティセンターに
勤務し、高齢化率60％の漁村・出雲市鵜鷺地区に移住。地元の地域
づくり団体と協働し観光・交流プログラムの企画運営などに関わる
。2013年、任意団体「ふるさとつなぎ」を設立。鵜鷺地区や奥出雲
地方を中心に農村・漁村での田舎体験プログラムなどを実施。

17:00 閉  会 　




